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保育のありかたを今、考える
-世田谷区代田における地域散策型保育の提案 -
THINK ABOUT HOW TO CARE FOR CHILDREN NOW





　The space for children has disappeared from the town, and children have disappeared from the town 
because the children are staying in the facility for a long time.I felt doubts about such a way of modern 
childcare.Therefore, I propose a way to raise children at all of the town through a walk.I designed a base that 
is the first step in raising children throughout the town.

























































































































子どものための " みち " に変換する。
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3-4. おさんぽ保育の拠点
おさんぽ保育の拠点をつくる。
小田急線複々線化事業によってできた駅前の線路跡地に
拠点を作ることで、連携を取りながらおさんぽ保育を街
で行う。
　　　プログラム
　・おさんぽ保育の待合所
　・住居
　・小さな飲食店を営む住居
　・おさんぽ保育の窓口
　・小規模保育園
　・立体緑道
　・駐輪場
4. おわりに
5. 謝辞
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ダイアグラム
全体像
　子どもたちはまちを歩くことで多様な体験をする。そ
こで生まれる、ヒトやモノ、コトとの出会いが子どもを
成長させ、地域とのつながりを強めていく。幼少期から
まちで遊んだでいた子供は、成長して自分で遊びまわれ
る年齢になってもまちの中で遊ぶことが増える。
　そのためには、住人の意識や道の安全など、子供を取
り巻く環境を整えて、子どもがまちの中を自由に歩ける
ようする必要がある。
　幼少期からまち全体で子どもを育てる意識が子どもの
姿が見られなくなったまちに、その姿を取り戻させると
ともに、子どもを中心とした住人同士のつながりが強く、
災害や犯罪にも強いまちに変えていくのではないだろう
か。
　この度修士設計を行うにあたり、ご指導ご鞭撻いただ
いた赤松佳珠子教授に深く御礼申し上げます。また、副
査の岩佐明彦教授、下吹越武人教授をはじめ、ご指導い
ただきましたすべての先生方に感謝申し上げます。また、
ご相談に乗ってくださった先輩方、 大変な作業を丁寧に
仕上げてくれたお手伝いの後輩の皆、共に修士設計を頑
張った同期達にも感謝を申し上げたいと思います。
・『まち保育のススメ』　美輪律江 尾木まり /萌文社
・『こどもを育む環境蝕む環境』　仙台満 /朝日新聞出版
・『こどものあそび環境』　仙台満 /鹿島出版会
・『保育園問題』　前田正子 /中央公論新社
